
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東地区の概要 

自治会名 

東箱田後家町、西箱田町、前箱田町、川曲町、稲荷新田

町、大利根町、下新田町南、下新田町、下新田町東陽、上

新田町、光が丘町、朝日が丘町、小相木町、古市町、新前

橋町、江田町、青葉町 

区 分 2011.3.31 2020.3.31 増  減 

人 口 30,731 人  32,350 人 1,619 人 （ 5.2％up） 

１４歳以下 4,825 人 4,324 人 △ 501 人 （10.3％down） 

15～64 歳 19,622 人 20,257 人 635 人 （ 3.2％up） 

６５歳以上 6,284 人 7,769 人 1,485 人 （23.6％up） 

【地域課題】 

・自治会ごとの高齢化率の格差 

・自治会ごとの区画整理進捗率の格差 

（狭い道に住宅が乱立している自治会がある） 

・都市計画道路の整備が不十分 

・通学路に危険箇所がある 

【地域づくり推進事業】 

・福祉部会 

高齢者ふれあいいきいきサロン支援、子育てサロン「あずま

子育てひろば」の運営 

・文化部会 

ふれあいウォーキングの企画運営、ふるさと東作品展、 

あずまかるたの普及、郷土芸能の保存 

・安全安心対策部会 （H30.2.1 防災対策委員会から改名） 

各自治会の防災組織の連携・調整・情報提供 

重機保有業者との大雪災害時協力協定の締結 

・公園愛護部会  

  東ふれあい公園の管理 

 

【文化財】 

・鏡神社獅子舞（江田町） 

・箱田観音（箱田町） 

・大徳寺（小相木町） 

・前箱田稲荷（前箱田町） 

・雷電神社（上新田町） 

・稲荷新田濡れ薬師（稲荷新田町） 

【歴史】 

・奈良時代のあずま道 

・江戸時代の佐渡奉行街道、利根川の変化と真政の渡し 

・大正時代の新前橋駅の開設 

・前橋市との合併 昭和２９年４月１日 

・昭和時代の南部大橋、光が丘、朝日が丘、前箱田、大利根

住宅団地 造成 

・平成時代 平成大橋の開通 

【教育機関】 

・東保育所、トキワ保育園、大利根育英幼稚園 

・東小学校、大利根小学校、新田小学校 

・東中学校、箱田中学校 

・前橋育英高等学校 

・群馬医療福祉大学 

【専門学校】 

・中央情報経理専門学校  ・育英メディカル専門学校 

【医療福祉施設】 

・済生会前橋病院   ・地域包括支援センター東  

【報道機関】 ・上毛新聞社 

前橋市の西側なのに東地区？ → 奈良時代のあずま道から群馬郡東村が由来 【交通】 （鉄道） ＪＲ両毛線・上越線 

（道路） 高崎・前橋線   国道 17 号高前バイパス   

南部大橋線  前橋・長瀞線   新前橋駅・川曲線 
【立地】 

・利根川・両毛線・高崎市に囲まれた地区 

・新前橋駅を中心に発展 

【河川】 

・利根川・滝川（天狗岩用水）・染谷川 

 

東地区コミュニティデザインⅠ「出会い・発見」編 


